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1

ー

ー

は
な
い
．
そ
れ
よ
り
も
、
私
は
否
定
せ
ず
に
は
お
れ
な
か
っ
た
と
と
ろ
に
、
人

間
朔
太
郎
の
姿
を
見
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
あ
ま
り
に
も
形
而
よ
的
で
あ
り
，

人
間
的
で
あ
り
、
純
粋
な
魂
で
あ
り
、
浪
漫
的
で
あ
る
。
と
の
浪
漫
性
は
、
何

々
の
た
め
と
い
う
あ
ら
ゆ
る
一
切
の
た
め
を
問
題
に
せ
ず
に
起
る
。
そ
れ
は
一

切
の
巧
利
的
問
題
で
な
く
、
真
の
己
に
立
ち
返
っ
た
も
の
の
中
か
ら
起
る
。

「
僕
は
自
ら
、
何
等
の
思
想
的
解
決
を
も
有
し
て
居
な
い
。
け
れ
ど
も
た

だ
、
解
決
が
あ
た
へ
ら
る
べ
き
未
来
に
向
っ
て
、
僕
の
『
暗
示
』
を
投
げ
よ

球
磨
郡
山
江
方
言
の
敬
意
表
現
法

let 

め

じ

球
磨
郡
に
は
、
霞
謡
史
上
、
古
語
に
属
す
る
敬
語
（
鹿
児
島
的
敬
語
）
の
多
い

乙
と
に
気
づ
き
、
興
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
乙
れ
を
、
調
査
、
研
究
し
て
み

よ
う
と
考
え
た
。
そ
乙
で
．
本
稿
で
は
．
球
磨
郡
山
江
地
方
に
お
け
る
生
活
語

の
中
か
ら
、
敬
意
表
現
に
つ
い
て
、
観
察
、
把
握
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

山
江
は
、
熊
本
県
の
東
南
部
、
鹿
児
島
県
と
、
宮
崎
と
の
境
に
位
置
す
る
球

磨
郡
の
西
南
部
に
あ
り
、
全
体
の
約
八
三
%
が
山
岳
で
、
耕
地
は
、
約
四
Mmで

あ
る
。
中
央
を
、
南
北
に
縦
断
す
る
山
岳
で
、
三
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、
東
部

を
山
田
地
区
、
西
部
を
万
江
地
区
に
分
け
て
い
る
。
も
と
も
と
、
乙
の
ニ
つ
の

地
区
は
、
別
の
村
で
あ
っ
た
が
、
明
治
二
二
年
四
月
市
町
村
制
施
行
に
よ
り
合

併
し
、
山
江
村
と
称
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

う
と
す
る
意
志
を
も
っ
て
い
る
。
」

彼
の
「
詩
情
す
る
と
ζ

ろ
の
精
神
は
、
永
遠
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
本
質
し

て
」
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
は
一
常
に
「
夢
を
追
う
人
」
な
の
で
あ
る
。
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中
心
部
は
‘
東
部
の
山
団
地
阪
で
、
役
場
、
農
協
、
駐
在
所
郵
便
局
、
村
内

唯
一
の
中
学
校
な
ど
が
、
山
田
味
園
に
集
中
し
て
い
る
。

ζ

の
味
園
は
、
人
吉

市
内
か
ら
‘
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
あ
り
・
交
通
の
便
も
よ
い
。

ま
た
、
郵
便
、
電
話
は
、
人
士
口
局
に
属
し
て
お
り
そ
の
他
の
面
で
も
、
人
士
口

市
に
依
存
す
る
度
合
が
大
き
い
。
た
と
え
ば
、
山
江
村
は
、
無
医
村
で
あ
っ
て

病
人
は
‘
す
べ
て
、
人
吉
市
内
の
病
院
に
運
ば
れ
る
し
、
買
物
も
、
ほ
と
ん
ど

が
、
人
吉
市
内
の
店
で
な
さ
れ
て
い
る
。

調
査
方
法
と
し
て
は
、
自
然
会
話
の
中
か
ら
、
敬
意
表
現
に
関
す
る
も
の
に

注
意
し
な
が
ら
、
カ
ー
ド
に
書
き
と
め
る
方
法
と
質
問
法
の
ニ
方
法
を
用
い

た
。
特
に
、
敬
意
表
現
を
よ
く
使
い
ぺ
方
言
を
よ
く
使
う
と
思
わ
れ
る
。
老
人

層
、
中
年
層
の
会
話
に
注
意
し
た
。



本
項
の
元
の
記
述
体
系
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

て
用
言
に
関
す
る
敬
語
法

に

尊

敬

法

乙

丁

寧

法

乱

謙

譲

法

二
、
体
言
に
関
す
る
敬
語
法
、

J

4
H

代
名
詞

q
h

接
尾
辞
、
氏
主
格
表
現

三
、
文
末
詞
に
関
す
る
敬
語
法

乙
ζ

で
は
．
紙
面
の
都
合
上
、
特
定
の
項
目
は
限
っ
て
記
述
を
す
す
め
る
乙

と
に
す
る
。

一
‘
述
都
尊
敬
法

し

ナ

ル

「
ナ
ル
」
は
、
尊
敬
法
、
寸
ナ
ル
」

敬
意
の
高
い
敬
語
で
あ
る
。

。
オ
ギ
ヤ
ン
シ
ャ
、
ミ
ナ
レ
ン
ダ
ッ
ツ
ォ
ナ
。

う
ち
の
人
は
見
か
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
で
し
ょ
う
ね
。
〈
中
女
↓
老
女
）

O
ハ
ヨ
、
モ
ド
y
テ
、
キ
ナ
イ
ヨ
。

は
や
く
帰
っ
て
き
て
下
さ
い
ね
。
（
青
女
↓
老
聞
力
）

自
の
前
に
い
る
相
手
に
対
し
、
話
し
手
が
、
敬
意
を
も
っ
て
話
す
と
き
、
使
用

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
三
者
に
対
し
て
も
、
話
者
が
、
敬
意
を
は
ら
う
べ
き

相
手
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
‘
使
用
さ
れ
て
い
る
。
男
性
よ
り
も
、
女
性

が
多
く
使
い
、
子
ど
も
よ
り
も
、
大
人
の
方
が
多
く
使
う
。

敬
意
の
高
い
敬
語
で
あ
る
か
ら
、
目
上
の
人
が
、
日
下
の
人
に
使
う
場
合
は

少
な
い
の
で
あ
る
が
、
目
下
の
相
手
を
、
自
の
前
に
し
た
場
合
は
、
相
手
に
敬

意
を
は
ら
っ
て
、
使
用
す
る
時
が
あ
る
。

O
キ
タ
ナ
カ
ア
シ
デ
ア
ガ
ン
テ
ン
ナ 「

ヤ
ル
」

「
ル
ラ
ル
」
の
中
で
．
最
も

ヨ

汚
な
い
足
で
（
家
へ
〉
あ
が
ら
な
い
で
下
さ
い
よ
。

こ
れ
は
、
母
親
が
．
中
学
生
の
息
子
に
対
し
て
言
っ
た
こ
と
ば
で
あ
る
。
ま

た
‘
初
対
面
の
、
自
分
の
孫
の
友
達
に
対
し
て
，
老
人
男
子
は
、
次
の
よ
う
に

言
っ
た
。

。
ム
シ
ン
コ
エ
ワ
キ
キ

i

ナ
イ
タ
ロ
モ
ン
ナ
。

虫
の
芦
は
お
聞
き
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
も
の
ね
。

こ
の
老
人
は
、
初
対
面
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
．
相
手
に
・
一
応
、
尊
敬
の

意
識
を
持
っ
て
言
っ
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。
し
か
し
、
男
性
で
、
し
か
も
、
老

人
が
・
目
下
の
人
に
使
う
の
は
、
稀
で
あ
る
。

乙
の
「
ナ
ル
」
に
・
丁
寧
語
の
「
モ
ス
」
を
接
続
さ
せ
る
と
、
「
ナ
ル
」
よ

り
も
っ
と
敬
意
の
高
い
も
の
と
な
る
。

。
キ
ュ

l
ワ
ナ
ン
パ
シ
ナ
ン
モ
シ
タ
力
。

今
日
は
何
を
な
さ
い
ま
し
た
か
。
〈
中
女
↓
老
女
）

O
イ
サ
ギ
l

ガ
マ
ン
ダ
シ
ナ
ン
モ
ス
ナ
。

え
ら
く
精
を
だ
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。
（
老
女
↓
中
男
〉

乙
の
、
「
ナ
ル
＋
モ
ス
」
の
使
用
者
は
‘
中
年
以
上
の
、
特
に
女
性
に
多

い
。
青
年
以
下
は
男
女
と
も
使
わ
な
い
。
活
用
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
基
本
形
一
命
令
形
一
未
来
形
一
条
件
形
一
否
定
形
一
完
了
形
一

一

一

ナ

リ

一

一

一

－

一

円
乙
川
に
一
仁
い
ト
ん
に
～
い
一

ど
の
活
用
形
も
‘
よ
く
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
命
令
形
、
完
了
形
の
使

用
が
目
立
っ
て
い
る
。
各
活
用
形
の
使
用
方
法
を
、
次
に
の
べ
て
み
る
乙
と
に

す
る
。命

令
形

O
ク
ワ
ン
デ

n
7
 

nノ』
胃

イ
レ
ト
キ
ナ
イ
。



食
べ
な
い
で
入
れ
て
お
い
て
下
さ
い
。

O
ハ
ヨ
イ
キ
ナ
ッ
。
オ
ス
ナ
ッ
パ
イ
。

は
や
く
行
っ
て
下
さ
い
。
お
そ
く
な
り
ま
す
よ
。

男）

ブ
ー
ナ
ツ
」
と
言
っ
た
時
は
、
命
令
の
度
合
が
強
く
な
り
、
「
ナ
イ
」
と
い
う

よ
り
も
、
品
位
は
さ
が
る
。
中
年
以
上
の
男
女
が
使
っ
て
い
る
。

未
来
形
O
ジ

L
サ
ン
モ
イ
キ
ナ
ロ

l
o

じ
い
ざ
ん
も
行
か
れ
る
で
し
ょ
う
。
（
老
女
↓
中
女
）

条
件
形
の
ア
ス
デ
イ
キ
ナ
レ
パ
ヨ
カ
テ
。

遊
ん
で
行
か
れ
た
ら
い
い
の
に
。
（
背
女
↓
中
女
）

否
定
形
O
ダ
ン
会
オ
ン
ナ
レ
ン
グ
タ
ル
ナ
。

誰
も
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
み
た
い
で
す
ね
。
（
老
女
↓
同
）

完
ア
形
O
ゼ
ン
ナ
ツ
ク
リ
ヤ
ン
イ
レ
ト
ン
ナ
イ
タ
ギ
ナ
モ
ン
。

お
金
は
ふ
と
こ
ろ
に
入
れ
て
お
ら
れ
た
そ
う
だ
も
の
。

↓
同
）

（
孫
↓
祖
父
）（

老
女
↓
老

（
老
女

2. 

ヤ

'" 

叶
ナ
ル
」
よ
り
も
、
敬
意
は
低
い
が
、
よ
く
使
用
さ
れ
る
も
の
に
、
「
ヤ
ル
」

が
あ
る
。

「
ヤ
ル
」
は
、
江
戸
時
代
に
は
い
っ
て
、
「
動
詞
の
連
用
形
に
『
あ
る
」
を

添
え
た
『
行
き
あ
る
』
の
如
き
は
、
『
行
き
合
う
』
が
ユ
キ
ヤ
ウ
と
な
る
の
と

等
し
く
『
行
き
や
る
』
L
U
な
り
、
そ
こ
か
ら
助
動
詞
「
や
る
」
が
独
立
す
る
に

至
っ
た
。
！
」
ド
国
語
史
要
説
一
九
六
ベ
！

O
イ
シ
ャ
ド
ン
ナ
ナ
ン
チ
ヤ
ッ
タ
ャ
。

れ
た
か
い
。
（
老
女
↓
中
学
生
男
〉

お
一
医
者
さ
ん
は
何
と
言
わ

O
サ
ダ
ッ
ド
ン
ノ
キ
ヤ
ッ
タ

ょ
。
（
青
女
↓
老
男
）

ど
の
年
令
層
で
も
、
頻
繁
に
使
わ
れ
て
い
る
が
、
男
性
が
使
う
方
が
、
い
く
ら

か
多
い
よ
う
で
あ
る
。
同
じ
相
手
に
対
し
て
使
う
に
し
て
も
、
男
性
は
、
「
ャ

ル
」
を
、
女
性
は
、
「
ナ
ル
」
を
用
い
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

家
に
来
客
が
あ
っ
た
時
、
来
客
の
耳
に
届
く
範
囲
で
来
客
を
告
げ
る
時
は

「
：
・
サ
ン
ノ
キ
ナ
イ
夕
、
ハ
イ
」
と
言
う
が
、
そ
う
で
な
い
時
は
、
「
・
：
サ

ン
ノ
キ
ヤ
ッ
タ
パ
イ
」
と
↓
い
’
つ
の
が
普
通
で
あ
る
。
乙
れ
は
、
相
手
を
、

第
三
者
と
み
る
か
ら
で
あ
る
。
一
般
に
、
敬
意
を
払
，
つ
べ
き
相
手
と
み
た
場
合

で
も
、
そ
の
相
手
が
、
第
三
者
と
な
っ
た
時
は
、
「
ナ
ル
」
よ
り
も
、
「
ヤ

ル
」
を
使
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

O
ハヨ

l

シ
ヤ
イ
。
ォ
7

イ
パ
イ
。
早
く
な
さ
い
。
あ
な
た
の
番

ょ
。
（
小
学
生
女
↓
同
〉

。
ソ
ギ
ャ
ア
ン
7

ワ
リ
ヤ
ン
ナ
。
そ
ん
な
に
あ
ん
ま
り
笑
わ
な
い

で。

e

（
中
学
生
↓
同
）

な
ど
の
よ
う
に
、
同
等
の
そ
れ
も
親
し
い
者
に
対
し
て
の
み
、
直
接
使
，
っ
と
と

が
あ
る
。
ど
の
例
に
も
あ
げ
た
よ
う
に
、
特
に
、
小
中
学
生
の
女
子
に
多
い
こ

と
が
注
目
さ
れ
る
。
男
子
の
生
徒
は
y
ζ

の
相
場
合
、
無
敬
語
の
、
「
i
ワ
ル

ナ
」
「
j
セ
ロ
」
を
使
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
活
用
は
、
次
の
と
お
り
で
あ

る。

日
間
川
刷
出
間
同
院
判
凶
ほ
い
口
北
〕

一
一
ヤ
リ
一
一
一
一
↑

一

ヤ

・

ル

一

ヤ

イ

↑

ヤ

一

ヤ

レ

一

ヤ

レ

一

ヤ

γ

一

「
二
「
げ
に
’
一

l
「
l
L

一

命
令
形
の
「
ヤ
イ
」
は
、
「
ャ
リ
」
か
ら
転
じ
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。
「
ヤ

’‘ミ
イ

定
沼
さ
ん
が
来
ら
れ
ま
し
た



リ
」
よ
り
も
「
ヤ
イ
」
の
方
が
、
や
さ
し
く
ひ
ぴ
く
・
相
手
に
命
令
す
る
場
合

で
じ
か
も
、
相
手
に
対
し
て
‘
い
く
ら
か
で
も
、
尊
敬
の
気
持
が
働
ら
い
て
い

る
場
合
で
あ
る
か
ら
、
や
さ
し
い
ひ
び
き
の
方
が
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「
ヤ
リ
」
は
‘
あ
ま
り
使
わ
れ
な
い
。
「
ヤ
ツ
」
と
促
音
に
す
る
と
、
命
令
度

は
強
く
な
り
、
口
問
位
は
落
ち
て
く
る
。
完
了
形
は
、
「
1
シ
ヤ
イ
タ
」
で
は
な

く
、
「
1
シ
ャ
ツ
タ
」
と
促
音
と
な
る
。
よ
く
使
用
さ
れ
る
の
は
、
命
令
形
・

完
了
形
で
あ
る
。

3. 

’hv

・i

．，，．
hv

．，， 

．．．．． 
，，
 

「
ル
・
ラ
ル
」
は
‘
尊
敬
法
の
中
で
は
‘
敬
意
は
低
い
。
し
か
し
、
老
人
か
ら

子
ど
も
ま
で
、
ど
の
年
令
層
か
ら
も
、
広
く
聞
か
れ
る
。
ま
た
、
使
用
す
る
が

わ
、
使
用
さ
れ
る
が
わ
の
男
女
の
区
別
が
な
い
。
「
ナ
ル
」
な
ど
を
、
あ
ま
り

使
わ
な
い
子
ど
も
た
ち
の
聞
で
も
「
ル
・
ラ
ル
」
の
使
用
は
、
頻
繁
で
あ
る
。

O
オ
ド
ン
ガ
セ
ン
セ
ワ
オ
ナ
ゴ
ン
ク
セ
オ
ゴ
ラ
ッ
ゾ
l
。

僕
た
ち
の
先
生
は
女
の
く
せ
に
怒
ら
れ
る
よ
。
（
小
学
生
↓
同
）

O
ア
ス
コ
ン
シ
ノ
五
十
円
チ
ュ
ワ
イ
タ
モ
ン
。

あ
そ
乙
の
人
が
五
十
円
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
も
の
。
（
青
女
↓
向
）

目
上
の
者
に
対
し
て
よ
り
も
、
目
下
の
者
に
対
し
て
や
、
同
等
の
者
に
対
し
て

使
う
方
が
は
る
か
に
多
い
。
無
敬
語
よ
り
も
、
少
し
敬
意
が
あ
る
と
い
っ
た
机

度
の
も
の
で
あ
る
。
第
三
者
に
対
し
て
使
う
の
が
常
で
あ
る
。
だ
が
、

O
ダ
7

ッ
ト
ッ
テ
サ
ッ
ト
1
0

黙
っ
て
て
な
さ
る
よ
。
（
中
学
生
↓
女

同）

と
の
よ
う
に
‘
相
手
に
直
接
言
う
場
合
が
あ
る
。
第
三
者
に
対
し
て
言
う
よ
う

な
口
ぶ
り
で
、
対
面
し
て
い
る
相
手
に
、
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ζ

の
場
合

の
使
い
方
に
つ
い
て
‘
六
十
五
歳
の
老
女
に
問
う
と
y

「
ミ
サ
ゲ
テ
ケ
イ
ベ

－
’

I

L

J
人

tE牛車
1
3
J
a

、0・J
、
日
必
オ
4
4
6
4

-¥ 

ツ
シ
テ
ユ

l
ト
キ
ツ
カ
ウ
。
」
と
い
う
答
で
あ
っ
た
。
直
接
相
手
に
使
う
場

合
は
、
軽
蔑
的
に
使
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
．
ず
ば
り
と
言
わ
ず
．
他
人
事

み
た
い
に
、
速
ま
わ
し
に
4t
一
号
っ
と
と
か
ら
み
る
と
、
た
だ
単
に
軽
蔑
の
気
持
に

限
ら
ず
）
普
通
、
滑
稽
と
か
、
皮
肉
、
邦
撒
の
気
持
で
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

O
オ
ギ
ヤ
ン
シ
ヤ
ヤ
マ
ン
イ
カ
イ
タ
パ
イ
。

う
ち
の
人
は
、
山
に
行
か
れ
ま
し
た
。
（
中
女
↓
中
男
）

自
分
の
身
う
ち
の
者
に
つ
い
て
話
す
時
も
使
う
。
乙
の
場
合
、
家
の
中
で
も
‘

夫
と
か
、
老
人
と
か
に
対
し
て
使
っ
て
お
り
、
敬
意
は
保
た
れ
て
い
る
。
活
用

は
、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
基
本
形
一
命
令
形
一
未
来
形
一
条
件
形

一

ル

一

一

一

ラ

レ

一

ラ

ル

一

一

一

ラ

レ 7 

ロ
7 

ロ

否
定
形
一

完
了
形

イ

-31ー

7 

1 

「
ル
・
ラ
ル
」
に
は
、
命
令
形
が
な
い
。
命
令
形
を
使
う
時
は
、
敬
意
の
高
い

「
ナ
ル
」
「
ヤ
ル
」
を
使
う
。

4. 

尊
敬
法
の
ま
と
め

以
上
述
べ
た
、
尊
敬
法
を
、
敬
意
の
高
い
順
に
な
ら
べ
て
み
る
と
、
「
ナ

ル
」
「
ヤ
ル
」
「
ル
・
ラ
ル
」
と
な
る
。

ζ

れ
を
、
「
来
る
」
「
行
く
」
に
つ

い
て
述
べ
て
み
る
と
。

（グ）

キ
ナ
ル
・
キ
ヤ
ル
・
ゴ
ザ
ル
・
ク
ル

イ
キ
ナ
ル
・
イ
キ
ヤ
ル
・
イ
カ
ル
・
イ
ク

と
な
る
。
上
か
ら
下
に
行
く
に
し
た
が
っ
て
、
敬
意
は
低
く
な
る
。

「
来
る
」



に
か
か
わ
る
「
ル
・
ラ
ル
」
敬
語
は
、
用
い
ら
れ
な
い
。
「
コ
ラ
ル
」
な
ど
と

は
き
わ
ず
，
「
コ
ラ
ル
」
に
か
か
わ
る
別
系
統
の
、
「
ゴ
ザ
ル
」
を
用
い
る
。

「
ゴ
ザ
ル
」
は
、
一
般
に
、
「
グ
ザ
ル
」
と
発
音
さ
た
る
場
合
が
多
い
。
ど
の

「
ゴ
ザ
ル
」
は
、
本
来
、
「
居
る
、
あ
る
、
来
る
、
行
く
」
と
し
て
お
こ
な
わ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
当
方
言
で
は
、
「
来
る
」
の
と
き
の
み
し
か
お
と

な
わ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
「
見
テ
ゴ
ザ
ル
」
「
家
ニ
居
テ
ゴ
ザ
ル
」
な
ど

の
使
用
例
は
な
い
。

次
に
、
酋
骨
敬
法
の
命
令
形
に
つ
い
て
、
み
て
み
た
い
。
「
行
く
」
「
来
る
」

に
つ
い
て
、
敬
意
の
高
い
順
に
列
挙
し
て
み
る
と
、
次
表
の
よ
う
に
な
る
。

A
行
く

V

入
来
る

V

②① 
キキ
T T 

クク
タダ
イン

モ
シ

①
イ
タ
テ
ク
ダ
ン
モ
シ

②
イ
タ
テ
ク
ダ
千

円
③
イ
キ
ナ
リ
ス
・
イ
キ
ナ
イ
・
イ
キ

ナ
ッ

④
イ
キ
ヤ
リ
・
イ
キ
ヤ
イ
・
イ
キ

ヤ
ッ

⑤
不
ケ
一

⑥
キ
ヤ
イ
ケ
・
ハ
ツ
テ
ケ
・
サ
デ

イ
ケ

④
キ
ヤ
リ
・
キ
ヤ
イ
・
キ
ヤ
ツ

⑤ 
ケ

⑥
キ
ャ
ケ
・
ハ
チ
ケ
・
サ
デ
ケ

①
は
、
年
土
、
そ
れ
も
一
円
＼
老
人
な
ど
に
対
し
て
‘
老
人
同
士
、
中
年
層
が
、
使

っ
て
い
る
こ
と
ば
一
で
あ
る
。
，

。
タ
7

ニ
ヤ
ア
ス
ビ
キ
テ
ク
ダ
ン
モ
シ
。

た
ま
げ
h
J
は
遊
び
に
来
て
下
さ
い
ま
せ
。

②
は
、
①
よ
り
使
用
範
囲
が
広
く
な
り
、
若
年
層
で
も
使
う
。
①
②
と
も
、

命
令
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
相
手
に
、
懇
願
し
て
い
る
よ
う
な
言
い
方
で
あ
る
。

腕
由
に
、
命
令
し
て
い
る
乙
と
か
ら
、
敬
意
は
高
く
上
品
な
言
い
方
で
あ
る
。

③
は
ど
の
年
令
層
か
ら
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
目
上
の
者
に
対
し
て
と
か
、

敬
意
を
払
う
べ
き
相
手
に
対
し
て
使
用
す
る
。
子
ど
も
は
、
目
上
の
者
に
対
し

て
の
み
し
か
使
わ
な
い
。

④
は
、
軽
い
敬
意
を
も
っ
た
程
度
の
も
の
で
、
同
士
の
間
で
、
大
人
か
ら
子

ど
も
ま
で
使
っ
て
い
る
。

目
下
町
の
者
h
F
、
ヘ
気
一
心
の
、
じ
れ
た
者
同
士
で
使
っ
て
い
る
の
に
、
⑤
が
あ
る
。

男
女
ど
の
年
令
層
で
も
使
っ
て
い
る
が
、
男
が
使
う
方
が
多
い
。

一
一
種
の
卑
下
語
と
み
ら
れ
る
も
の
に
、
⑥
が
あ
る
。
子
ど
も
が
使
う
よ
り
、

大
人
が
使
う
方
が
は
る
か
に
多
く
、
目
下
の
者
に
対
し
て
だ
け
使
っ
て
い
る
。

「
キ
ヤ
」
「
ハ
チ
」
「
サ
デ
」
な
ど
の
、
す
て
ば
ち
侮
蔑
の
意
を
持
つ
接
頭
訴

を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
下
品
な
、
敬
意
の
低
い
言
い
方
と
な
っ
て
い
る
。

。
ワ
ガ
コ
ッ
チ
ハ
チ
ケ
。

君
が
乙
っ
ち
に
来
な
さ
い
。

w－
地
方
で
は
、
「
l
シ
ナ
イ
」
「
1
シ
ト
ッ
ナ
ル
」
な
ど
と
い
う
よ
り
、

「
l
シ
ナ
ッ
セ
」
円

l
シ
ト
ラ
ス
」
な
ど
と
い
う
方
が
、
新
鮮
で
、
あ
か
ぬ

け
し
て
聞
乙
え
る
傾
向
が
あ
る
。
自
分
を
、
村
の
中
で
も
知
識
人
と
み
て
い

る
人
々
の
関
な
ど
で
、
乙
の
熊
本
弁
で
あ
る
と
と
ろ
の
、
「

1
シ
ナ
ツ
セ
」

「
1
シ
ト
ラ
ス
」
な
ど
を
使
ろ
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
。

（
中
男
↓
育
男
）

。
イ
ッ
ト
キ
カ
エ
ッ
テ
キ
ト
ラ
シ
タ
ト
デ
ス
パ
イ
。

一
時
帰
つ
で
き
て
い
ら
し
た
ん
で
す
よ
。
（
中
女
l
v
中
男
）

の
サ
ト
ハ
ヨ
～
ア
ガ
ン
ナ
ツ
セ
。

さ
あ
、
早
く
お
あ
が
り
下
さ
い
。
（
中
男
↓
同
）

地
理
的
に
、
鹿
児
島
に
近
く
、
鹿
児
島
的
敬
語
「
モ
ス
」

「
ヤ
ル
い
な
ど
を
使



づ
て
い
な
が
ら
、
乙
の
言
い
方
よ
り
も
、
熊
本
弁
の
方
が
使
わ
れ
だ
し
た
と
い

う
こ
と
が
、
注
目
さ
れ
る
。

二
、
文
末
詞
法

当
方
言
に
お
け
る
、
文
末
詞
の
中
か
ら
、
単
純
感
声
的
な
文
末
詞
で
あ
る

Q

ナ
行
文
末
詞
に
つ
い
て
、
み
る
こ
と
に
す
る
。
敬
意
の
高
い
順
に
、
「
ヌ
」

「
ナ
」
「
ネ
」
「
ナ
イ
」
「
ニ
ヤ
」
を
、
と
り
あ
げ
て
み
た
い
。

「
ヌ
」
は
、
当
方
言
で
は
、
老
年
、
中
年
男
子
の
み
が
、
使
っ
て
い
る
文

末
詞
で
あ
る
。
敬
意
は
、
「
ナ
」
よ
り
も
上
で
あ
る
。
あ
る
老
人
が
、
若
い
頃

年
寄
の
男
性
に
対
し
て
、
「
ジ
i
サ
ン
ヌ
ツ
カ
ナ
l
o
」
（
お
じ
い
さ
ん
、

暑
い
で
す
ね
。
」
と
言
っ
た
と
乙
ろ
、
言
わ
れ
た
老
人
は
、
「
ア
ヤ
ッ
ガ
オ
レ

ン
、
ド
l
シ
ン
ユ

l
ゴ
ト
ナ
l
チ
ユ
タ
。
」
（
あ
や
つ
が
、
俺
に
、
同
士
に
一
一
一
一
口

う
よ
う
に
、
ナ
！
と
言
っ
た
。
」
と
い
っ
て
、
立
腹
し
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と

か
ら
も
、
「
ナ
」
よ
り
、
敬
意
は
上
と
み
る
乙
と
が
で
き
る
と
思
う
。

O
コ
ン
ゴ
ロ
三
年
忌
パ
シ
ャ
ツ
タ
デ
ヌ
l
o

こ
の
ご
ろ
三
年
忌
を
な
さ
っ
た
で
す
か
ら
ね
。
（
老
女
↓
同
）

O
パ
l
サ
ン
ナ
ゲ
ン
キ
ン
ヨ
カ
ヌ
l
。

ば
あ
さ
ん
は
、
元
気
が
い
い
で
す
ね
。
（
中
男
↓
老
女
）

年
寄
夫
婦
の
間
で
、
妻
が
、
夫
に
対
し
て
、

O
キ
モ
ン
ミ
ツ
ク
ッ
ト
ヌ
。
着
物
を
見
つ
け
る
の
で
す
か
。

O
ゲ
タ
ワ
ア
ッ
タ
ヌ
。
ゲ
タ
は
あ
り
ま
し
た
か
。

な
ど
と
言
っ
て
い
る
の
そ
聞
い
た
。

現
在
、
老
人
同
士
、
（
男
女
と
も
）
中
年
男
性
が
老
人
に
対
し
て
一
一
百
う
時
の

み
し
か
用
い
て
い
な
い
が
、
四
十
六
歳
の
男
性
が
、
中
学
生
の
頃
は
、
隣
の
お

ば
あ
さ
ん
な
ど
に
対
し
て
、
「
テ
ン
キ
ン
ヨ
カ
ヌ
l
。
」
（
天
気
が
い
い
で
す

F
D
lノ
E
占
凸
口
定
例
円
安
一
ロ

m

A

J

L

－J
J

L

J

t
－

t
p
fれ
M
L

ね
。
）
な
ど
と
言
っ
て
い
た
と
語
っ
た
。
土
日
は
、
も
っ
と
広
い
年
令
層
で
、
使

周
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
現
在
の
「
ヌ
」
は
、
以
前
ほ
ど
、
敬
意
の

高
い
も
の
と
は
、
思
え
な
か
っ
た
が
、
使
っ
て
い
る
中
年
男
性
は
、
「
ヌ
l

チ

ユ
タ
ホ
l
ガ
年
ヨ
リ
ャ
ヨ
ロ
コ
パ
ッ
。
」
（
ヌ
！
と
い
っ
た
方
が
、
年
寄

り
は
、
喜
乙
ば
れ
る
）
。
と
言
っ
て
い
た
。
「
ヌ
」
を
使
う
相
手
は
、
老
人
で

も
、
ご
く
親
し
い
人
で
あ
っ
て
、
親
愛
語
と
も
、
言
え
る
も
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
「
ヌ
」
と
長
音
に
す
る
と
、
相
手
に
同
意
を
求
め
る
度
合
が
、
一

層
大
き
く
な
る
。

「
ヌ
」
よ
り
も
低
く
な
る
が
、
「
ナ
」
は
、
男
女
年
令
に
関
係
な
く
、
広
く

使
用
さ
れ
て
い
る
。
「
ナ
」
を
使
用
す
る
時
は
、
相
手
に
対
す
る
尊
敬
の
念
が

あ
る
場
合
で
、
同
等
、
も
し
く
は
、
目
上
の
人
に
対
し
て
使
用
し
て
い
る
。

O
テ
レ
ビ
パ
ミ
ラ
ン
ト
ナ
。
テ
レ
ビ
を
見
な
い
の
で
す
か
。
（
中
学
生

↓
中
女
）

O
コ
ン
シ
タ

-33-

ガ
ナ
。
乙
の
人
は
か
わ
い
い
で
し
ょ
う
が
ね
。

（
青
女
↓
老
女
）

「
ナ
」
は
、
子
ど
も
の
あ
い
だ
で
は
使
っ
て
お
ら
ず
、
子
ど
も
が
使
う
時
は
、

相
手
が
、
日
上
の
人
の
時
の
み
で
あ
る
。

子
ど
も
同
士
、
ま
た
は
、
大
人
が
、
子
ど
も
に
対
し
て
使
う
文
末
詞
に
「
、
不
」

が
あ
る
。
敬
意
は
、
「
ナ
」
よ
り
も
低
く
な
る
。
乙
の
「
、
不
」
は
、
共
通
語

の
「
ネ
」
と
は
、
区
別
し
て
使
っ
て
い
る
。
共
通
語
の
「
、
不
」
の
ほ
う
が
、
敬

意
は
高
い
よ
う
で
あ
り
、
上
品
に
聞
こ
え
る
。
当
方
言
で
用
い
ら
れ
る
「
、
不
」

は
、
〔
旨
・
す
〕
「
、
不
イ
」
と
、
発
音
さ
れ
る
。

O
コ
ン
ダ
、
マ
ミ
ヂ
ヤ
ン
、
パ
イ
、
不
ィ

1
0

今
度
は
、
ま
み
ち
ゃ
ん
よ

ね
。
（
小
学
生
↓
女
同
）

「
ネ
ィ
l
」
と
長
音
に
し
た
方
が
、
相
手
に
対
す
る
呼
び
か
け
性
が
強
く
な

ム
ゾ
カ
ロ



ゆ
A
V

．「
ナ
イ
」
は
、
一
般
に
、
大
人
が
、
目
下
の
者
に
対
し
て
一
言
う
時
に
用
い

る
。
中
年
以
上
の
男
性
は
、
同
士
関
で
も
使
っ
て
い
る
が
、
中
年
以
上
の
女
性

は
、
目
下
の
者
へ
の
み
し
か
使
わ
な
い
。
「
ネ
」
は
、
大
人
の
聞
で
、
同
士
に

も
使
う
乙
と
が
あ
る
が
、
「
ナ
イ
」
は
、
目
下
へ
使
う
方
が
多
く
、
「
ネ
」
よ

り
も
敬
意
は
、
下
に
な
る
。

O
ヌ
ッ
カ
ナ
イ
。
暑
い
ね
。
（
中
男
↓
同
）

O
キ
ュ
l
ワ
ハ
ヤ
カ
ツ
タ
ナ
ィ
。
今
日
は
、
（
帰
り
が
）
早
か
っ
た

ね
。
（
中
女
↓
息
子
〉

若
年
層
で
は
、
使
用
さ
れ
て
い
な
い
が
‘
現
在
、
中
年
の
人
た
ち
が
若
い
頃
、

し
ば
し
ば
使
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
敬
意
は
低
い
が
、
相
手
に
対
し

て
、
親
愛
感
を
持
っ
て
い
っ
て
い
る
。

「
こ
の
「
ナ
イ
」
は
、
「
ナ
」
に
「
イ
」
が
つ
い
た
の
で
は
な
く
て
、
「
ナ

！
」
の
よ
び
か
け
の
さ
ま
ざ
ま
に
使
い
、
ま
た
、
っ
か
い
ひ
ろ
げ
る
う
ち
に
、

そ
の
発
想
な
り
、
強
調
な
り
に
し
た
が
っ
て
、
実
質
「
ナ
イ
」
と
い
う
形
に
、

う
ち
だ
さ
れ
た
と
受
け
と
っ
て
よ
い
場
合
が
、
少
な
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。
」

（
日
本
語
表
現
の
文
末
詞
ー
そ
の
存
在
と
生
成
！
藤
原
与
一
）

「
ナ
イ
」
が
崩
れ
て
く
る
と
、
「
－
一
ヤ
」
と
な
る
。
崩
れ
る
の
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
ぷ
ん
だ
け
、
「
ナ
イ
」
よ
り
も
、
口
問
位
は
お
ち
る
。

。
ツ
メ
タ
カ
ッ
タ
ロ
ニ
ャ
。
ハ
ヨ
テ
パ
ア
ブ
レ
。
冷
た
か
っ
た
ろ

う
ね
。
早
く
手
を
暖
た
め
な
さ
い
。
（
老
女
↓
孫
）

O
ェ
i

イ
ッ
ト
ン
ナ
ッ
タ
キ
ャ
。
ソ
ラ
ヨ
カ
ツ
タ
ニ
ャ
。

そ
う
一
等
に
な
っ
た
か
い
、
そ
れ
は
よ
か
っ
た
ね
。
（
老
母
↓
孫
）

例
に
も
あ
げ
た
よ
う
に
、
多
く
の
場
合
・
家
族
問
で
、
親
か
ら
子
へ
、
夫
か
ら
妻

へ
と
使
わ
れ
て
い
る
。
年
寄
に
な
る
ほ
ど
よ
く
使
う
。
隣
近
所
の
子
ど
も
な
ど

へ
も
使
っ
て
い
る
。
親
愛
感
を
も
っ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
敬
意
は
低
い
。

む

す

び

以
上
、
山
江
方
言
の
敬
意
表
現
に
つ
い
て
、
み
て
き
た
が
、

ζ

こ
で
述
べ
た

も
の
が
、
敬
意
表
現
の
す
べ
て
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
敬
意
表
現
は
、
範

囲
も
広
く
、
複
雑
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
の
べ
た
も
の
は
、
一
部
に
す
ぎ
な

3

。

F
V
 時

代
と
と
も
に
変
っ
て
い
く
と
と
ば
を
、
現
時
点
で
と
ら
え
る
こ
と
は
、
興

味
深
い
も
の
が
あ
る
。
山
江
方
言
は
、
他
の
土
地
よ
り
も
、
士
口
い
形
の
敬
語

（
鎌
倉
、
室
町
時
代
成
立
の
も
の
な
ど
）
が
、
比
較
的
、
形
を
と
ど
め
て
い

ブ
心
。

土
地
人
の
敬
語
意
識
は
、
土
日
ほ
ど
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
し
か
し
、

ま
だ
か
な
り
高
い
。
だ
が
、
老
人
層
と
、
若
年
層
と
で
は
、
敬
意
表
現
に
、
大

き
な
ヘ
だ
た
り
の
あ
る
乙
と
が
認
め
ら
れ
る
。
共
通
語
「
デ
ス
」
な
ど
を
使
い

つ
つ
あ
る
若
年
層
、
古
い
型
の
乙
と
ば
（
方
言
）
「
モ
ス
」
「
グ
ザ
ン
ス
」

i

て
い
ね
い
語
ー
な
ど
を
使
っ
て
い
る
老
年
層
。
乙
の
へ
だ
た
り
は
、
今
後
、
ま

す
ま
す
、
大
き
く
な
る
も
の
と
恩
わ
れ
る
。
や
が
て
は
、
古
い
型
の
敬
語
は
、

消
え
て
い
く
連
命
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

山
江
方
言
の
敬
語
は
、
鹿
児
島
県
に
近
い
と
い
う
地
理
上
の
理
由
な
ど
か
ら

か
、
鹿
児
島
的
要
素
（
「
ヤ
ル
」
「
モ
ス
」
な
ど
）
が
強
い
。
し
か
し
、
現

在
、
熊
本
方
面
か
ら
の
影
響
は
大
き
く
・
少
し
ず
つ
、
熊
本
的
敬
語
（
「
j
シ

ナ
ッ
セ
」
「
l
イ
カ
シ
タ
」
な
ど
〉
が
使
用
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
が
、
感
じ
ら

れ
る
。今

後
の
こ
れ
ら
の
敬
意
表
現
の
動
き
が
、
注
目
さ
れ
る
と
と
ろ
で
あ
る
。
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